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ハンブルクの楽師組合
上尾信也
I はじめに
ヨ ロyパ中世において，賎民身分て”あった楽師01は，歴史の進展とと
もに徐々にその社会的地位を獲得し，近現代にはいわゆる「芸術家」と
して高い社会的評価を受けるものも現われてくる。彼らのこのような社
会的な身分の変質とその階級分化の過程は，様々な歴史的社会的条件と
結びついた社会的地位獲得への三通りの「あり方」として理解される。
そのあり方は，「君侯保護下の楽師」「都市保護下の楽師」「広域の団体保
護下の楽師」という当時の楽師の支配層との関係ωと結びついたものであ
る。君侯保護下町楽師は，宮廷社会に入りこみ，まず仕える身分「奉公
人」としての社会的地位を得た。都市保護下の楽師は，都市において楽
師組合を結成し，また都市の何らかの役職に関与し，市民社会の一員と
なった。広域の団体保護下の楽師は，教会に直接付属することを社会的
地位獲得のひとつの手段とした？これらのあり方は，もちろん楽師個人
の選択に任されることは稀で，集団の歴史的社会的な状況によるもので
あった。
特に，都市における楽師組合の結成とその崩壊は，職業としての音楽
家を考えるうえで，非常にドラ7チックな要素を含んだ現象である。遍
歴放浪の身であった楽師が， 12世紀の半ば辺りから，徐々に都市に定住
しはじめる。あるものは，都市当局により雇用され，さらに都市の音楽
家職に任命されることにより社会的地位を獲得する。また，あるものは
自らめ権益を守り相互扶助を目的とした同業者組合類似の楽師組合を形
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成する？その活動において楽師組合は，楽師の賎民視脱却の過程のなか
で重要な役割を果たしたのである。
小論の主眼は，中世後期から近世初頭にかけて存在したハンプノレクの
楽師組合ωをもとに．楽師組合の盛衰と楽師の社会的地位の変遷を考察す
ることで干ある。
I 中世都市と楽師層
a ＜都市への定住〉 中世の都市町諸記録ωに記された楽師は，初期
には「遍歴の楽師・芸人？として説明されていた。楽師とは，もともと
は器楽の演奏を中心にしながらも，曲芸師・動物使い・見世物師などの
芸人とともに人を楽しませる様々な芸を職業とする人々の総称であった。
彼らの中には，王侯に気に入られその宮廷に長期にわたり留まるものも，
13世紀には都市に居住するものも現われてくるが，その大部分は日々の
糧を求めて遍歴・放浪のうちに過ごしていたのて＊ある。つまり，この時
期の楽師は，王侯の宮廷に百し抱えられていたものから，遍歴・放浪の
ものまでを含めた幅広い層をなしていた。そして，彼らは一般に賎民
身分とみなされていた。教会によってミサを与えられず，またまともな
(ehrl凶）職業の組合にも加われないという社会的差別の対象て”あった？
この遍歴の楽師が，何らかの職務を帯び都市に定住し始めるのは13世
紀頃からといわれている。当初は「楽師街」といわれる一種の隔離空簡
を形成し，市民との共住を許されてはいなかった。史料に現われる楽師
定住町初期の例には，都市と関連した記述として， 1225年と1236年の
Parisでの“vicusviellatorumヘ～1cusjoculator山nぺ 1227年のBraun-
schweigの“drespeleman dere statヘ 1231年の Kolnでの“plactea
joculator山n”19なとeがある。また，楽師への敷地家屋売却例には＇ 1283年
Hamburgの“Johannestympanista”（太鼓奏者ヨハンネス），翌1284年の
Kolnの楽師“GodefriedMinnebode”への記録が初期のものである。楽
師街については， 1272年のKolnの“Spilmansgassen”や1300年のHalle
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an der Saaleでの“speleludestrate”などの記録がある。さらに楽師の関
与した裁判の記録も， 1277年内Lilbeckでの“histrionesimpudicos”（不
貞を働いた楽師）の例として残っている？
また「塔の番人・塔の楽師」といった都市内公職に楽師が就いた例も，
1280年のLilbeckをはじめとして， 1310年のBruggeの“wachtersヘ1311
年のMechlmの“Torenwechterぺ1314年のLeicesterの“trumpeter”と
多い。楽師が都市に居住し，活動が盛んになるに従って，都市当局によ
る何らかの監督も必要となってくる。その例が，「婚礼祝宴条令」や「楽
師法」の発布でbあり，初期の例は， 1286年Stadeの“lusoresぺ“histriones"
に関する条令や布告， 1295年leperの楽師への婚礼への参加と報酬に
関する条令や布告， 1343年のWismarの“Spielleuteordnung”（楽締
法）に認められる？また都市領域内の楽師を監督する「Spielgraf職？へ
の市民的任命も楽師の都市定住の証左である。例えば，1303年lこBremen
で“comesioculatorum”への， 1316年にLubeckで“comesjoculatorum” 
への， 1320年に Regensburgで“spilgrafen”への任命が行われている？
b ＜都市音楽家職〉 主にドイツの都市では14世紀頃から，市参事会
は都市に居住・定住した楽師を定期的に雇用し始めた。不定期！の雇用例
はその少し前向時期の， 1292年と1297年内 Bruggeの“istriones”“his-
tn叩 ibusville”， 1308年の Luccaの“trombettaet tubatores lucani 
comunis”などの記述ωで，主に報酬の支払い記録として現われる。 14世
紀半ばになると，楽師の定期雇用の例は， 1335年のLilneburgの‘＇figel-
latori cor !um 
は1350年の‘‘ioculatoresnostri”，聞と1466年の t‘fistulatorcivita白s”，~· 135 7 
年のDuisburgの明泊elmohist口oni”！1378年のStadeの“fistulator（田）
dominorum consulurn”仰をどという記述で，楽師は固定給与者として多
〈記録されている？
小都市では， 7 イスター格的楽師が“Prinzipal”と呼ばれ都市町職務
を務めていたが，並みの規模の都市て寸土7 イスター格の他に何人かの職
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人格徒弟格の楽師が助手として存在した。 3～5人が通常の定期雇用
の人数であった。 Niirnberg, Augsburg, Leipzigなどの中世では中規
模の都市では， 6' 7人の楽師を雇っていた。大都市であったLilbeck
では， 1467年以来9人の楽師を市参事会は定期雇用していた？
都市に雇用されたこのような楽師が，明確に「都市の音楽家職Stadt-
pfeifer; Ratsmusikant」と呼ばれるのはおよそ16世紀頃からである。お
そらくその時期から公職としての都市の音楽家職の地位が確立したもの
と思われる。つまりその職務は，「都市で催されるすべての音楽闘を，報
酬ωを代償として，独占的に指導する特権を有する？ものであった。
Regensburg ( 1403年）ωやBremen( 1419年）の例にみられるように， 15
世紀頃から，都市は都市の音楽家職に「任命辞令」などを付与し，彼ら
の義務と権利を保証していたようである。
またこの職に就くために，楽師は市民権を持っているか，就くと同時
に市民権を付与されねばならなかっだ？つまり，楽師が市民権を獲得し，
r unehrlich」から「ehrlich」な存在になり，他の市民と法的に対等となる
ことが，この織の社会的な価値であった。従って，都市雇用の音楽家，
つまり都市の音楽家職に就くことは，賎民視されていた楽師が，それに
よってもたらされた法的，社会的，経済的なあらゆる差別から脱却する
ための，社会的地位を獲得する一つの方法なのであった。そればかりで
なく，都市の音楽家職に与えられた，都市での音楽活動の独占という特
権は，この地位をさらに社会的に確立するものであった。「（同職は）他
のすべての音楽家より優位に立つものであり，そう遇せιれるべきもの
である」・（Dresden,1652年）闘という記述からもわかるように，この地位
は，都市居住の楽師層的最上位に位置することを公権力から保証されて
いた。またこのことは，楽師という職業層内部での階級の分化とヒエラ
ルキーの形成を促した要因ともいえよう。
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皿 楽師組合
a ＜成 立〉 中世後期から近世初頭にかけて，都市の音楽生活は
「都市の音楽家職」に指導されているとはいっても，都市当局に定期雇用
されず，市井て”の演奏で生計を立てている圧倒的多数の楽師に多くを負
っていた。それは，楽器に熟達したからといって，楽師すべてが都市の
音楽家職などの公職に就けるといった競争原理に依っていたわけでもな
しかえってこれらの公職の閉鎖的性格により，一般の楽師が都市の音
楽家職に登用されることは稀であった。従って，都市に居住する楽師の
数が増えれば増えるほど，言わば日雇いの楽姉の数は増加し，織烈な就
職競争も起こってくるのである。就業の特権と社会的地位が保証されて
いるとはいえ，都市の音楽家職層にとってもこれは生活を脅かす，楽師
全体の問題であった。そのため，都市の音楽家層と町楽師層は共に，そ
の収入や社会的地位の向上を計るため，しばしば，一般の手工業者組合
類似の「楽師組合」を結成したのである。
都市による設立許可状や，都市当局からゑ認された組合規約，または
都市当局の批准なしの組合の内規といった史料が，このような楽師組合
の結成を今日に伝えている。このような楽師組合は，その規約をみるか
ぎり，外部の競争者を排除し？都市や地域的領域内での音楽活動の独占
と，組合成員の相互扶助を，その目的としている。その意味で他の職種
の同業者組合の性格と類似しているが，賎民視という社会的な差別意識
が，楽師組合の性格を一般のそれとは多少異なったものにしている。
b ＜類 型〉 楽師組合を示唆する最初期の史料には， 1194年の
Arrasの“Registre.de la confrerie des jongleu四 etbourgeois d’Aπas”，凹
1288年のWienの「聖ニコライ兄弟団St.Nikolai・BrUderschaft」の設立
に関するもの， 1310年のLuccaでの“societasseu compagnia”について
の記述， 1321年設立のParisの「聖ジュリアンの楽師同宗国Confreriede 
St. Julien des Menestriers」の規約などがある。楽師組合の結成時期に
関していえば，地域差はあるにしろ1300年を境にして徐々に結成され始
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めてはいるが， 14世紀末からが本格的な結成期と，思われる？さらに16,
17世紀のその活動の最盛期を迎えたようであった。
楽師組合といっても，その様相は地域や時代によっても様々である。
端的に示すとすれば，それは「楽師組合」の呼称によく現われている。
例えばいちばん一般的であったのは， 「同宗国兄弟団」と訳される
“Bruderschaft, Fraternity, Confrene, Confradia, Confratenitas＂＂であ
り，もちろんこれはそれぞれの言語地域に当てはまる事は言う迄もない
が，全時期を通じて使われた。“Gilde,Zuぱt”などを使つた例l立16世紀
以降に少例みられる？さらに“
Soc1etas, Collegium 
また楽師組合は，“roides m吾nestrels,rex .. , Pfieferkonig”と呼ばれ
る楽師玉”を庇護領主に戴くものもあった。さらに組合がSpielgraf職に
監督されたり？楽師の学校が設立された記録も残存する？このような楽
師王やSpielgraf職，楽師の学校の存在が楽師組合の存在と関連がある
ことは確かであろう。
c ＜規約と実態〉 その楽師組合を分析するために，時代的地域的に
異なるいくつかの例を挙げてみたい。まず，最も初期に規約を残した楽
師組合の一つであるパリの Confreriede St. Julien des Menestriers （聖
ジュリアンの楽師同宗団）である？この楽師組合の規約は， 1321年9月14
日付で，宮廷付き楽師パリセ’Parisetによって起草され，参加した37人
のパリ在住の楽師の同意を得て，パリ奉行（prev白tde Paris）に提出され
た。その後1331年には，聖ジュリアン礼拝堂内に貧民救済の施療組織を
設置した記録も残されている。この楽師組合は1773年に解散した。規約
の全体は11箇条からなり，その第l条において，その組合による営業独
占をうたい，他の諸箇条では，営業独占に関しての細目規定と，組合成
員間での就業機会の均等規定，規約の違反者への処罰規定が記されてい
る。またその第5条によると，この組合に加入している楽師は，親方と
して徒弟を持っていたことがわかる。その徒弟関係について幾度か言及
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されていることから，ともかく親方徒弟制が敷かれていたことは明らか
である。以上からこの楽師組合は，一般の同業者組合と同様の性格を備
えていたといえよう。
ドイツでは， 1458年に成立したヴユノレテンベルク地方の「聖母マリアの楽師組
合Bruderschaftzur Heilige Mutter Maria」の規約“DenTrompetem, 
Pfeiff em und Lautenschlagern wird ihre gemachte Gesellschaft beste-
ti gt”が初期の例として知られている？ここて恰1583年に成立したMlinster
の楽師組合規約をみてみたい？規約は全文16箇条から成る。組織につい
ては第2条と第3条によれば，楽師組合の長として2名の長老（Alters
leute）が成員によって選ばれ，両者が彼らの選ぶ管理役（Schaffer）の補佐
を受けつつ，組合を指導する。第9条では，長老が成員間の誇いの裁定
と罰金による処罰にあたるが，当事者は上部権力である市参事会に不服
を訴えることができる。また，第4条では，成員の葬式への全員の出席
義務が，第6条には，守護聖人である聖セシリアの祝日（11月22日）に教
会で音楽ミサを挙げ，集会を催す旨が定められている。慈善行為として
第7条には，その集会での飲食の残り物を貧民に与えることが記されて
いる。就業の独占に関しては，第5条の組合に加入希望者は成員へ贈与
をする旨が定められているのみである。相互扶助に関しては第15条に，
成員が貧困ないし病気になった際には，長老が組合金庫からできるだけ
の援助を与えるとしている。
いまひとつ，都市農村を含む広域の楽師組合て”あったアルザスの楽師
組合の例を挙げたい。アルザスの楽師組合は，おそらく 15世紀後半に結
成され， 1494年には最初の規約が制定された？それは蔑視されていた旅
芸人の地位から，自らを引き上げるために，「楽師たちの祝祭（Pfiferdaj）」
や守護聖人の祝祭を契機として結成された。その初期の目的は，楽師組
合維持のための規約制定や収入の一部を代償として自分たちを庇護して
くれる上部権力を見出すことであった。その後何回か規約は制定されて
いるが，ここて”取り上げるのは1側年の規約である？この規約は，アノレ
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ザス，オー＝ラン県リウポォーヴィレの楽師同宗団による26箇条の規約で
ある。楽師たちが庇護を求めた領主（楽師王）のリヴォー・ピエール家第
15代当主エベラー ノレ（1570-1637）により， 1606年3月16日付で制定され
た？この規約を見てみると，まず楽師組合的営業独占と排他性といった
特徴が見出せる？第4条でIt，流れ者である遍歴楽師を事実上受け付け
ず，定住者（当地出身者）でなければ，生地の領主による入団許可証を提
出せねばならなかった。組織や規範に関しては，第9条では，組合の役
員として判官の，第11条では執事的役職の設置が定められているほか，
成員の組合行事への欠席に対する厳罰が定められている。教会との結ぴ
つきや，教会を通じての貧民など社会的弱者への喜捨も定められている？
このような楽師組合の結成は，都市居住の楽師たちの経済的活動と社
会的地位の向上を計るためのものであると述べた。組合結成とそれによ
る音楽活動の独占や相互扶助によって，楽師個人の収入の安定が可能で
あったことは，容易に想像がっしさらに，社会的地位の向上に関して
は以下の様に説明がつくのではないだろうか。
『ザクセンシュピーゲJりなどの当時の法令からもわかるように，中世
では，遍歴の楽師，つまり都市定住以前の楽師は，明らかに賎民身分に
属していた？しかし13,14世紀の楽師の都市定住化の進行により，法的に
は賎民身分から脱却した。前述のように都市の公職に就き市民権を付与され
た楽師も出現し始めた。加えて，中世末期から近世初期までには賎民身
分に対する法的な蔑視は，ほとんど払拭されたのて”ある？これに伴って，
未だ遍歴・放浪の身である楽師を除き，都市に定住を許された楽師は，
法的にはほぼ賎民視を免れ得たのであった。
しかし賎民は，未だ社会的な差別の対象であり続けた。例えば，彼ら
や彼らの子弟はまともな職業の組合に加入することができないばかりで
なく，洗礼に際して代父になりうる資格，教会での席次，結婚，葬式な
どてe未だ差別を被っていた~ 1548年の r帝国警察令』の第37条において，
楽師に対する社会的差別を禁じていることから，逆に彼らへの継続した
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蔑視が窺える~· 1577年の r帝国警察令』の第29条から第31条にかけても
同様の社会的差別の傍証てーある？
楽師に対してのこのような社会的蔑視が続くなかで，都市居住の楽師
たちは，彼らの社会的地位の向上を計るためにも，一般の同業者組合に
類似した楽師組合を組織せねばならなかったのである。そのための手段
の一つが，一般同業者組合と同様の宗教的要素の楽師組合的取り入れで
ある。その意味からも，楽師組合は「兄弟団・同宗団」と呼ばれるので
ある。例えば，組合付きの祭壇の設置，祭壇付きの聖職者の雇用，成員
による寄進や喜捨などの慈善行為といった教会を媒介とした活動は，そ
れまで賎しめられていた楽師身分の名誉を回復するに相応しい行動であ
った？かつてはミサへの参列すら詐されていないはずの賎民身分である
楽師が，このように教会に対して喜捨や慈善活動を行い，それが公然と
認められることは，とりもなおさず彼ら楽師身分の社会的評価の向上と
結びついていた行為であった。
d ＜小 括〉 以上から，賎民視されていた楽師身分が，放浪・遍
歴の状態から都市に定住し，楽師組合を結成することによって，社会的
地位を計ろうとした，音楽家という職業層の賎民身分からの脱却の一つ
の図式が描けるのである。
また，その対象であった都市に居住する音楽家層の構造を考えてみる
と，都市に雇用されていた楽師，後の都市の音楽家職と，それ以外の公
職に就いていない楽師という構成層の二分化で捉えることは，楽師の歴
史の実態に即してはいない。むしろ，組合をキーとして，組合所属と非
所属の楽師ωが都市に居住しており，なかでも組合所属の楽師が，歴史
的地理的条件に応じて都市当局に雇用されるようになっていったと捉え
る方が，都市の音楽家職と楽師組合のパラレJレな関係を説明できょう。
N ハンブルクの楽師組合
a ＜史料と歴史的位置〉 小指を受け，さらには楽師を含む音楽家全
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体の社会的地位についてより詳しく見るために， 17世紀に活動したハン
ブノレクの楽師組合の規約と活動を紹介してみたい。ハンブルクの楽師組
合は，先に述べたように，楽師組合のなかでは最も後期のもののひとつ
として位置付けられるものであり，またその規約（「グリュン・ロ ル
Griine Rolle」）ωも，他の規約資料のなかでも時代的に最も後期に属する
もののひとつである。しかし，その規約は過去の同種の規約のほとんど
の特徴を含むということで典型的であり，さらに17日D年を境にして楽師
組合は急激に衰退をみるが，この規約の成立時期もそこに一致する。そ
の意味で楽師組合の性格と盛衰を推測する格好の資料といえよう。
また，ハンブルクという都市に関して言えは：・， 17世紀はリューベック
に代わるハンザの新しい中心都市として，また，新大陸を含む新貿易・経
済ネ y トワークの拠点として繁栄を迎える。経済的な繁栄と宗教改革の
成功による思想的基盤が，都市文化を活性化させ，ハンブルクは北ドイ
ツにおける音楽活動の中心としての地位をこれ以後保ち続けるのである。
きて，主眼的楽師組合の分析に入る前に，まず前提となる17世紀ハン
ブノレクの音楽状況を特に音楽家の職業層の面について簡単に触れる必要
があろう。
b ＜ハンブJレクの音楽的状況〉 近代の初頭である17世紀には，都市
に居住する音楽家層内部での職種の分化や地位の格差は，以前に比べよ
り先鋭化してくる。ハンブノレクを始め北ドイツの都市の多くでは，職業
音楽家は世俗と教会的二つの領域に属していた。世俗の領域に属する音
楽家層は，組合所属の楽師を含む市井で活動する者たちであり，宮廷や
都市当局に仕える者たちである。もう一方の教会領域に属する音楽家は，
プロテスタント地域では教区監督（Superattendant/Superintendant）に
管轄される教会音楽家たちである。
1610年頃のハンブノレク市全体では，都市町音楽活動の最高責任者とし
て「市の音楽監督（Stadtmusikdirektor）」が，市参事会より任命されて
いた。初期には，この職は世俗領域の監督のみを行っていたが， 1593年
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以降教区監督の廃止により教会の監督権が市参事会に移ってからは，「都
市町音楽家職」の長である「Ratsmusikdirektor~が市町音楽監督を務
的，教会音楽も併せて監督することになった。その際「ハンブルク大聖
堂音楽監督／大聖堂カント ノレ」の称号も与えられることもあった。さ
らに， ドイツ最初の市民経営のオペラ劇場として名高い鷲烏市場のオペ
ラ劇場設立以後は，その音楽監督も兼ねることもあった。ハンプルク市
の音楽監督職は，就任した音楽家内個々の活動に応じて様々な役職との
兼任が可能であったのである。
楽師組合と大いに関わる世俗領域の構成に関しては？その最高位が「市
の音楽監督職」であり，次位向公職が f都市の音楽家職」であった。 1610
年頃の都市の音楽家職の定数はB名， 1665年には15名， 1713年には 7名
と推移しているグ さらに都市町音楽家職の補佐として2名の「助手職
(Expectant）」も任命されていた。両者は市参事会に仕え市金庫から定
給を支給されていた。
しかし，大部分の都市居住の楽師は，都市当局に定期雇用される事な
し日雇いあるいは物乞い同然的生活を送っていた。その中にも，楽師
組合に所属し，必要に応じて都市の音楽家職の助力をすることで，不定
期ながら都市当局にも雇用機会を持ち，ややましな生活をしている楽師
もいた。彼らは，ハンブノレクでは「ロールプリュダー（Rollbrtider）」と
呼ばれ， 1610年頃にはその数15名であったといわれている？
最下層には，組合に属することもできず，中世来の賎民視を引き摺る
「辻楽師Jがいた。彼らのほとんどは遍歴・流れ者の楽師であり，街の辻
や広場，旅館や酒場などで糊口の資を得る乞食楽師であり，大道芸人と
して扱われてもいた。
次節では以上の状況をふまえつつ，職人的な音楽家層ともいえる，楽
師組合所属のロールブリュダ一層とその組合について，それら組合のー
って持あった“Grtinrollbrtiderschaft”側の残した規約を手がかりに考えてみ
たい。
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c ＜ハンブノレクの楽師組合の実相と性格〉 “Grtinrollbrtiderschaft” 
の存在を証明するのは，以下に示す四種類の版を持つ楽師組合規約であ
る。このいわゆる「Grtinrolle」の四つの版は， 1691年2月18日付で制定
された規約が下敷きとなり， 1692:'1695~ 1100:" 1722叩年にそれぞれ刊
行された。小論のテキストとしたのは質量とも決定稿といえる1722年版
である？ここで詳しく規約の内容に触れる余裕はないので？この“Grtin-
rollbrtiderschaft”の実相と性格的要点だけを手短かに述べることとする。
（表「ハンブノレクの楽師組合“Grtinrollbrtiderschaft”の性格」参照。）
まず，“Grtinrollbrtiderschaft”の設立意義と組織に関しては，「市の音楽
家または名簿に記載されたる楽師が，自らで演奏せぬ催しの際に，単独
で演奏活動を行なう特権を．三十名に付与する？とし，それを明文化す
るとともに，彼らは市参事会の管轄下にあるとしている？楽師組合は，
それぞれ4名ずつの代議士と委員制そして書記切によって構成される。成
員は名簿に登録され？集会によって組合の意志は決定される？さらに就
業においては，様々な権利と義務が定められ，それらの遵守を促してい
る？また組合の独占体制維持のため無許可の就業に対する厳罰もみられる？
次に，組合設立の大きな要因である成員の経済的保証に関しては，雇
用賃金と雇用条件を就業機会ごとに明示し？さらに就業機会の均等を計
っている？また組合金庫を設置し＇.＇「自らの就業によって得た組合の金
銭を，消費のために認められている以外，または組合が許可する以外は，
lへーラー 17'.フェニヒも受け取るつもりはございません。？と誓わせた
うえに，報酬の平等分配を原則としているf一種の掛け金的な生活補償
もなされていたようで，「老衰と病気が就業の妨げとなっているものは，
（中略）毎週，飲食のために lライヒスクーラーずつを受け取れる。就業
以前に半ライーヒスターラ の（掛け金）を収めていないものはこの限りでな
い。？と定められている。これらの生活補償に関する規定は，組合の大き
な特徴である相互扶助性にも関わろう。また具体的な相互扶助の規定と
しては，香典？葬儀細目？遺族への補償闘等を細かく定めた葬儀条項を
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持つ。
厳しい倫理規範がみられるのも，この規約の特徴である。例えば，「暴
飲暴食さらには放蕩のために，就業を怠ったり不平や苦情を受けたもの
は，その事実が証明されたならばlライヒスターラーの罰金を収める義
務を負う？。組合金庫からの貸し付けを禁じている凶ことも，相互扶助よ
り倫理規範確立の優先が重要事だったゆえであろうか。
賎民視についての敏感さも楽師組合特有のものである。「同ヒ名誉ある
身分の者同志で何人たりとも，密かにいわんや公然と，病人（不具者）や
貧者に対して悪口雑言でなじるべきではない」と遠反への罰金も課す条
凶 邸凶
項目や，貧者のための基金箱の設置，孤児院や貧民院での活動義務聞など
は，彼らの自意識を知るうえでも非常に興味深い。
それらすべての規約は宣誓誓約によって，成員に義務付けられ？罰金
制度の採用などにより幾重にも成員個々を監督し，組合組織の維持を図
っていた努力が見受けられる。
また，規約だけでなしこの楽師組合に深〈関係すると思われる名簿
資料もいくつか残っている。それはまず1695年版の規約に付された楽師
名簿~ 1719年に「市に任命された音楽家とその助手町楽師並ひ停にロール
プリューダー」の名簿？そして1728年5月13日付の「GriineとHochze蜘 1
の序列」リストてaある？
以上の規約と名簿資料を手がかりに，この楽師組合の実像に迫ってみ
たい。
まず1691年制定の規約の4つの版についてである。 1691年2月18日付
で起草されたこの規約制は，まず1692年に刊行された。 1692年版の表題の
なかで，この規約の適応される組合を「高貴なる音楽の組合（DieEdie 
Music Genossenschaft）」と呼ぴ，「GriinrollbriiderschaftJの名は直接に
は見当たらない。だが，この「高貴なる音楽の組合」がロールに規約を
記すことを慣例とした「Rollbriiderschaft」の一つであることは推測で
きる。この時点での組合成員数は50名であった。
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1695年版の表題には，「いとも高貴，高名にして賢明なる市参事会的決
定lニよって」という一文が加わる。この版での成員数は40名である。1700
年版では，成員は30名となり， 1722年版でも30名と変わらない。またす
べての版の序文”lこおいて，この楽師組合の成員になることにより，楽師
に市民権が付与される旨が記されている。
1695年版の規約に付随した名簿では， 40名の組合所属の楽師名が，雇
用優先順に記されている。 1719年の名簿には， 8名の都市の音楽家職，
3名の助手職， 7名の組合所属の楽師（Rollbrilde四chaft）の名前が記載
されている。助手職の名簿中には，明らかに親子兄弟であると思われる
者も見られることから， B人の都市の音楽家戦， 2人の助手職という16～l
年来の定数は基本的に守られ，さらには公職の世襲生も窺える。しかし
1695年内名簿と一致する名は，ただー名だけである。約25年間の隔たり
があるとはいえー名だけとは意外である。しかもその名は都市の音楽家
職の中に見られ，ロールプリューダーにはー名の重複も見られない。この
ことから上記の重複のー名は，補佐的な役割を果たした「Grilnrollbrilder-
schaft」から都市の音楽家職という公職に登用されたー名とみなしてよ
いてoあろう。またー名の重複も見られないロ ルプリューダーは，Griln-
rollbrilderschaftとは全く別の楽師組合の成員ではないかと思われる。
つまり，この時期の都市居住の楽師は，「Rollbrtiderschaft」の組合組
織をいくつか結成し，その中の一つが「GrilnrollbrilderschaftJの名を持
つ楽師組合でいはなかったかという推論が成立しよう。また「Rollbrilder-
sch aft」相互の聞にも上下関係（所属関係）があった可能性も否めない。
しかも1722年版の規約よりあとの時期に現われた， 1728年 5月13日付の
「GrilneとHochzeitenの序列」のリスト闘では， 1695年の名簿と比較して
30名の成員中2名の同一人物と2組の同一姓が見出きれる。 1695年と1728
年とでは約33年の隔たりがあるうえに， 2名の重複名と 2組の同一姓だ
けといういささか薄弱な根拠ではあるが， 1695年の名簿を持つ楽師組合
と1728年のリストを持つ楽師組合は，同一であると考えられる。つまり．
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Grlinrollbrtiderschaftてーある。
以上より，このGrtinrollbrtiderschaftについて次のことが言えるので
はなかろうか。
(1）「GrtinrollbrtiderschaftJ，すなわち1691年2月18日付の規約を持ち
「高貴なる音楽の組合」と自称する楽師組合は，当時ハンブルク市にいく
つか存在した「Rollbrtiderschaft」の一つであった。
(2) その成員全員に市民権が与えられ，楽師は市民身分を得た。さらに
組合に所属することによって数々の音楽活動上の特権，例えば営業の独
占権を認められた。
(3）営業の独占に関して，成貝相互間においては「グリュン」「婚礼」「演
奏会」の各条項に相当する演奏的機会こ’とに雇用の優先順位を変え，雇
用の機会均等を計った。
(4）葬儀条項をはじめとして，様々な組合成員間的相互扶助の規約を持
った。
(5）組合金庫という財政機関を設け，成員への報酬を平等にL，言わば
最低賃金保証の役割を果たした。だが一方では，時期を制限してではあ
るが，規約に拘束されない成員の自由競争による収入獲得の方法も残L
た。
(6）慈善事業にも僅かではあるが貢献じ，特に社会的弱者への差別を成
員間で払拭することに務めた。
以上がGrtinrollbrtiderschaftの特徴である。これより前向時期の楽師
組合と同じく，同宗団的要素・同業者組合的要素が絡み合った性格を持
っている。だが， E華民視に対する敏感な反応などは，賎民身分を出自と
する楽師という身分の自我意識の現われて自あろうか。
v 結語にかえて一一楽師組合の崩壊
いま一度，前章で述べたGrtinrollbrtiderschaftの成員数の推移に目を
向けてみたい。楽師名簿や4版にわたる組合規約によると，成員数は，
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1692年には50名， 1695年には40名， 1700年には30名， 1722年に30名， 1728
年にも30名という推移を見せる？つまり， 1692年頃に50名と頂点に達し
た成員数は，徐々に減少し始め， 1700年代には30名に固定化してしまう
のである。これはなぜであろうか。
17世紀前半からの市民の音楽愛好の拡大と市民の音楽活動への参加な
どによって，ハンブルク市全体の音楽活動は活発化した。その初期にお
いて重要な役割を果たしていたのは，祝祭を中心とした中世以来の市参
事会による機会ごとの音楽活動であった。そしてその担い手は，都市の
音楽家職を中心とした楽師たちであった。さらに市民レベルのあらゆる
音楽の機会，例えば家庭での合奏愛好，婚礼，葬儀，様々な個人的な記
念の祝宴，ツン7ト・ギルドなどの共同体の行事・宴会，そして見世物，
演劇，催し物の伴奏などに，またこの世紀の中葉以降は，教会での音楽
活動を加え？室内や戸外て叫多様な催しを彩ったのは，都市町音楽家職
をヒエラJレキーの頂占に戴〈，当時では徐々に前時代的になりつつあっ
た中世以来的楽師による音楽であった。
楽師層の構造の商では，そうした演奏機会的増大に伴い， 8名の都市
の音楽家織と2名の助手職だけでは，市主催や教会などのいわば公認の音
楽演奏の需要だけにでも，楽師の供給が追いつかなくなってきた。その
時から， Rollbriiderと言われる組合所属の楽師の参加が始まったのであ
る。都市の音楽家職の補助として，市参事会から営業上の特権を与えら
れたRollbriiderは，補佐の役割に留まらず，様々なまた独自の活動も展
開していった。その彼らの活動的頂点は，成員数の推移によると， 1680
年代から90年頃だと推測される。
一方1700年代に入ると，楽師組合に成員数が停滞し，その活動も不況
を呈するようになった。この原因は，大雑把に言えば17世紀と18世紀の
音楽生活の変化に根ざしている。それはとりもなおさず，市民的音楽愛
好の質的変化とも言えよう。オペラ劇場が興隆するにつれて，流行の中
心は主にイタリア人のヴィルトゥーソなどの外国の音楽家の手に移る。
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さらに，コレギウム ムジクムや，普及した楽譜出版によって家庭音楽
などの市民自身によるア7チュアの音楽活動が盛んになる？これらのこ
とは，楽師組合の側から見れば，非組合員による音楽活動が主流を占め
るということであり，都市内での彼らによる音楽活動的寡占体制lが崩れ，
都市の音楽家職共々楽師組合が衰退していくことを意味した。
18世紀中葉ともなると事態は決定的であった。楽師的存在基盤の崩壊
が深刻化するのである。都市のレベルで行われていた祝祭などの中世来
の非日常的な音楽活動は，社交音楽や家庭音楽などの市民個人的レベル
のものに取って代られる。その結呆，古き音楽生活の担い手であった楽
師は，消滅するか，自身を変質させねばならなかった。そのために，ふ
るい殻である楽師組合は，もはや何ら意味をなさないものになってしま
ったのである。
最後に，楽師組合の盛衰を軸として，音楽家の社会的地位の変遷につ
いてまとめてみたい。賎民視されていた楽師という職業にとって， 17世
紀まではまだ，楽師組合に所属し，市民身分とみなされることが，都市
で音楽活動を行うための社会的な必要条件であった。それに対して， 18
世紀に入ると，他の職種も含め法的にはもとより，社会的にもある程度賎
民視が払拭されていくに従って，楽師組合結成・加入によってもたらさ
れる賎民身分からの脱却という楽師組合の第ーの意義も薄れていったの
である。また，音楽家自身が，一つの経済的な独立体として自立・安定
するようになると，楽師組合の第二の意義である相互扶助の役割や，営
業の独占といった特権性も失われていくのであった。
賎民身分からの脱却とそれによる経済上，社会上の地位向上を計ると
いう「内からの力」により楽師組合は結成された。しかし，都市や市民
の共同体の音楽活動の解体，市民個人の音楽活動的進展などの音楽生活
の変化やそれを引き起こした社会全体の変化，言わば「外からの力」に
より楽師組合は衰退していくのである。
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注
(1) ここで言う「楽師J とは，近代的な意味での芸術家としての「音楽家」を示す
もので在〈，近代以前向音楽技術に従事する職人としての主に演奏者を指す。
ドイ Y語町Spielmann，フランス語のjongleurや menetriers，英語何minstrel
の訳語にあたる。
(2) H. J. Moser, Die Mi出船噌tJnossensc加iflenim deulschen Mille/alter. (Phil. Di田
Rostock 1910; rep. Wiesbaden 1972): pp.15ff 
(3) 中村賢二郎「中世後期・近代初期ドイツの楽師J，中村編r前近代的社全階層』
京都大学人文科学研究所刊， 1980年＇ 51 89頁参照．中村氏は，楽師身分的賎民
脱却の過程を，やはり都市居住町楽師を対象として，市民権獲得と結びついた
楽師の組合結成と，楽師に対する社会的合蔑視の変遷を通して述べている。
(4）楽師組合同形成過程に関しては次書に詳しい。
W. H Schwab, Die Aゆ ngedes weltlichen Berゆ刑問＇kerlumsin der millelaller-
ltchen Stadt. Studie zu einer Bemfs und Soz悶lgeschichled田 Stadlmusikanlen
tums. (Kassel 1982) 
(5）ハンブルクの楽師組合的規約資料の紹介は以下町3論文になされている。
W. Gurlitt，“Die Hamburger Griinrolle vom Jahre 1691，” Sammelblinde der 
In/en目的問／enMusikg，田elsc加ifl14 (1912/13): pp.210 217 
C. -H. Dingedahl，“Neue Funde zur Musikgeschichte Hamburgs凹TI1700，＇’ 
Zeitschrijl d，田防reins/Hr Hmnburgische G田ch1chle61 (1975）。pp.117-125
上尾信也「ハンプルクの楽師組合規約 (1691年2月18日付）」， 'ICU比較文化
〈国際基督教大学） 15J (1988): pp.65 82 
(6）主にドイツの諸都市では．楽師の存在を示す都市文書としては「都市会計簿
( Stadtrechnungsbelege) J r住民古帳（Bursprakten）」や様々な条令「婚礼条令
(Hochzeits ordnung）」「者修禁止令（Luxurnrdnung）」などが利用できる。
(7) 中村．前掲論文， 51頁， 60頁以下。および，以下町文献を害照。
E. Fara!, L田 Jong／，四回enFran白山＇MoyenAge. (2nd. ed. Paris 1971) 
A M6nckeberg, Die Stelt叫宮derSpie/leule im MittelalleχI Kapitel: Spielleute 
und Kirche im M1ttelalter. Uur Diss., Freiburg i. Br. 1910) 
耽 Salmen,Die fahrende Musiker im euro知町henMille/alter. (Ka田el1960) 
P. Glilke, M的1Che,Biirger, Minne皿nger.Musik in der G回ellschaftd，田 euroβ'i-
schen Mi地/alters.(Wien Kain Graz 1975) 
W. Hartung, Die Si阿佐ule.Eine Randgrnppe in der G回ellschaJ何回M融 /alters.
(Wiesbaden 1982) 
Schwab, Die Anfdnge d時間Ilich開政聞か鈍悶ike巾間
W. Salmen, Der Spielmann im Mt帥/alter.(Innsbruck 1983) 
(8）「決闘人（kempen[kampfer］）および彼等の子，進室主，およぴすべて真性（合
法）婚姻外に（＜in>unecht）生まれた者，および窃盗または強盗（町罪）を賠償し
または（盗品を）返還したもの，およびそれ（窃盗・強盗）につき裁判所内前で服
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罪させられたもの，または彼等の生命，皮膚もしくは毛髪を（換刑璃罪金をもっ
て）請け戻した者，これらの者はいずれも権利（能力）を大＜ (rechtlos）.くまた彼
等の犯罪ゆえに〉前行進（hannsc"r）をおこなった者は，すべての権利（能力）か
ら却けられる。J（下線，引用者）
（「ザクセンンユピーゲル ラント法」第1巻町38のl，久保正橋・石川武直居
淳共訳 rザクセンンユピーゲル・ラント法ぁ 1977年， 8283頁）。
(9) それぞれ「町のヴィオール奏者」，「町の芸人楽部（ジョングルール）」，「町内楽
師j，「この地の芸人楽師」程の意。この「町内」に類する表現は，都市当局と
何らかの雇用関係があったことを示す地位の表現でなし「町にいる楽師」程的
意であろう。
(lo) W. H. Schwab, Artikel“Stadtpfe1fer，＇’Die Musik in Geschtchte nnd Gegenu"rt 
[MGG] 16 (1979): Sp.1731旺
Schwab, Die Anfiinge d回 weltlichen&nu告tnust加rtun鼠 pp.9!.
(10 Schwab，“Stadtpfeifer，＇’ Sp.17341 
自由都市に流入そして定住しはじめた楽師を監督する役職として，市参事全などの
公権力は「Spielgraf職」を任命した。 Spielgrafは．楽師何人数を把握し，楽
師に対して定められた規約， j~）ぇば婚礼，報酬，雇用期聞を規定した規約の遵
守を監督した。一例としτRegensburgの1320年同都市法によると，このSpiel
grafの義務として，楽師に対してその都度適切な公示を合法的に行うことと，
梨師向規約や法への違反に対して都市からの永久追放の重罰を課すという義務
が記されている。つまり，このSpielgraf職は全楽師そして楽師組合に対する
監督官でもあり判事職にも相当するものであった。
Spielgrafの身分に関しては，楽師がこの職に取り立てられたよりも，他的職業
町市民が任命されたようである。例えば， Lilbeckの都市文書によると＇ 1642年
から1753年内閣のSpielgraf職は市民にオ プンであり，経済的に食いつめた商
人，税吏，船員，ビール醸造業者，神学生町頬が，この職に志願し就職してい
た。 Hamburgのそれも楽師以外の市民（例えば，菓子職人など）が任命されて
し、fこa
(Schwab, Dze Anfiinge d田 wdtlichenBen必問問ikertums.pp.55百）
(13) Schwab，“Stadtpfeifer，” Sp.17341 
(1-0 Bruggeの例は「都市町イストリオ」， Luccaの例は「Jレyカ市コムーネ付ラy
パ奏者」程同意て1それぞれ都市当局（参事会ないしコムーネ）の表記がみられ
る。
（！司 「市参事会付き楽師」程的意，自1gellatorという術語は， 1355年に皇帝カール4世
が楽師王ヨハンネスに与えた称号中にも見られる。すなわちカーJレ4世は楽師
王に「Johannesfigellatorem sue aule excellentem」 の称号に代えて 「rex
omm山nhistrionurn per tohurn sanctum imperiurn （神聖帝国全域内全イスト
リオ町王〔イストリオも原意は語り部ながら楽師を表す〕）」という栄誉称号を
与えている。
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(Schwab, Die An）官nged田 wdtltc/z.帥 Berゆ問問＇kertums p.24) 
白骨「市参事会付きラッパ奏者Jの意。ラッパ手l土，都市において重要な役割を呆た
していた。都市町塔などでの夜警の勤務の傍ら，時報，様々な合図的ランパを
吹き，市害事会王催の公的な催しにも参加していた。その意味でも彼らが，都
市に雇用され始めた時期は早（， Hamburgでも市町金庫から， St.Martin, 
針。Nikolaiの塔のラyパ手に俸給が支払われた1353年の例が残されている。
Ubid., p 30) 
帥 「我らの楽師」の意。 ioculatorGoculator）向原意は「道化」を表す。宮廷の発生
とほぼ同時に生まれた道化が，楽器を用い始的，音楽て領主に仕えることで楽
師と呼ばれるようになった。領主庇護下町楽師町役職としての「joculatoresJ
の術語の最も早い使用例には1050年同イングランドの「wculatoresregis」があ
る。ドイツでは， 12世紀末頃にみられる。 (Ibid.,p.17) 
（！c「都市町笛吹き」の意。
。骨都市町会計記録によると楽師ウイルへんモに対して1349年以来定期給与が宜払
われていた。
自由 「市参事会雇用の笛吹き」内意。
ω他にこの種の例をいくつか挙げるとすれば， 1346ー7年のNorwichのラッパ手
「JohannesSt町mynJの例， 1348年Frankfurt町市雇用の軍楽隊の例， 同年
Zwickauの都市条令中町「tormere」の雇用契約の宣誓による確証の例，少し時
代が下り 1374年Baselの市参事舎の「日stulatorib田 nostrisJに固定給支給の例，
1377年Kainで「かufator（トJレパドウール）」が固定給畳領内例などがある。
白骨 Schwab，“Stadtpfeifer，＇’：Sp.1732ff. 
凶当時の都市町音楽家職内務める音楽活動には，都市への賓客の歓迎や市長など
の就任式，市参事会主｛庄内祝宴に際しての音楽，同業者組合や教会同祝祭を含
めての都市を挙げての催し（例えば，謝肉祭・射撃競技会・武芸大全・献納記
念同大市・歳の市など），市参事会の市民に対する布告，公開の処刑などの時的
音楽，市民個人により雇われての音楽が考えられた。
白唱 都市町音楽家職には以下のような収入がもたらされた。まず，市害事会などか
らの通常の音楽活動に対する正規の固定給と，それ以外向職務による臨時的収
入があった。さらに，楽師仲間の子弟などに楽器の演奏を教える授業料，楽器
内修理製造での雑収入がある。また一部て’は，触れ役や参事会などの書記，家
屋管理人向代理役などを務めた際的副業収入があった例もみられる。
目白 “Stadtmusicus das Privilegmm hat, a!le in der Stadt verkommenden 
Musiken gegen Bezahlung au田chlie田lichanzuftihren，＇’（A.Ga出y,M陥3如ltche
Conte間抑制 Lー間can,18~5. p.304) 
側 Regensburg市参事会による1403年内市居住の楽師HansGtinther宛ての都市
の音楽家職への任命辞令によると，彼には3年間という比較的長期的雇用期間，
2頁にわたる制約付きの解約条件の条項，住居規定が示され，固定給に加えて
の宜料品 ビール薪・蝋燭ー衣類・野菜や楽譜代・楽器代・入浴代円形での
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特別手当ての支給が認められた上に，クリスマスや新年の演奏による収入の自
由裁量などが許されていた。（Schwab，“Stadtpfeifer，”：Sp17331) 
仰中村，前掲論文， 65頁。
ω“vorallen anderen Mus1kanten dem Herkommen nach der Vorzug haben凹 d
behalten soil，”（Schwab，“Stadtpfeifer，＇’ Sp 1734.) 
自由小論で扱うハンブルクの楽師組合的規約中では「fremd」と称される，遍歴・放
浪の楽師や近隣地域内農村や小都市町楽師が最大内競争相手であった．
~O) Moserによると最初の楽師組合の記録に， 1288年内Wienの「聖ニコライ兄弟
団StNikolai・BriiderschaftJを挙げ，果たして「confreriedes iongleurs et hour 
geois d'AπaSJが楽師組合的形態を持っていたかは疑わしいとしているa
(Moser, Die M附加百四0時間chaル）
帥〈設立認可状，組合規約等の史料の残存する主要な楽師組合〉
1194 Aπas，“Regis仕ede la confrerie des jongleurs et bo町・geoisd’Arras” 
1288 Wien, St.N1kolai-Briiderschaft 
1321 Paris, Confrerie de St. Julien des Menestriers ( 1773) [1659 Statute] 
1430 Zurich，“Lechen-Brieff" (29, March, 1430): Statute der Bruderschaft. 
1458 Wfirttemberg, Bruderschaft zur Hei!ige Mutter Maria：“Den Trompe 
tern, Pfeiffern und Lautenschrngern wirβ1hre gemachte Gesellschaft 
b田tetigt’，
1494 El目白，Bruderschaftder Pfeifer 1m ElsaB [Statute 1494, 1533,1606,1718] 
1505 Brugge, Gilde m Brugge (Statute 1505; 1644, 1757] 
1528 Chartr田，“A田ociationentres・Jes maitres jo田町Sd'instr凹nen也”
1583 Munster 
1598 Lubeck，“Chor und Kos注目1-Brliderschaft”十1815)[Ordnungsrolle] 
1599 Barcelona，“Confradia”［statutes of 1599 July 13] 
1600 Rostock，“Spielleute R凶le，＇’2“Ambteder Spielleute，”“Ambtbich” 
1625 Nlirnberg，“Trommeteurnacher Ordnung" 
1653 Sach盟n,Instrumental MusicalischesCollegmm (I田 trur閣 1talkollegiurn
des ober und meder-s~chs1schen k四is田）“Artickel”
1677 Prague, Statuten der Mus1kantenzunft 
1691 Hamburg，“Griine Rolle” 
1702 Luckau，“Wahl und Annahme eines Richters bei der Z町litder wendi-
schen Spielleute”（ 1786) 
1721 Wlirttemberg，“Zinkenisten ordnung” 
。自くBrude四chaft>:Wien [1288, 1354 Nikolai-], Unzach [1407], Zlirich [1430, 
1502], Wlirttemberg [1458: Hei!ige Mutter Maria], ElsaB [1494, 1日3,1606, 
1718], Stra田baurg[1511: Zur Kr叩 e],Llibeck [1598 Chor-und Kosten-], 
Hamburg [1610: Rollbrlider], Wismar, Hamburg [1691: Griinroll-; Edie Music 
Genossenschaft (angeblich)] 
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<Fraternity>' Berverley 
<Confrerie> Paris [1321, 1331 o St. Julien d田 M白血tners],Arras [1194 > 
jongleurs et bourgeois d'Aπas], Chartres [1528/9' Association entres le' 
maitres joueur d'instr山nen恒＇］， Courtrai [1575: St Caecilia de Chapelle St 
Catherina], Evre田， N田 cy,Nonnandie, B抽出el
<Confradia> : Barcelona日599],Lisbon [1603: Santa Cec11ia] 
<Confratenitas>: Urbino [1585 -musicorum in Urbe], Roma [1622 :-St. 
Cecilia] 
03) <Gdde＞・B出回e[1505 Statute 1505, 1644, 1757] 
<Zunft>: P回目e[1553: Juden Spielleu抱一］，Dresden [1623: Reich,trompeter-], 
Prague [1677: Mus1kanten ], Luckau [1702-86：刊ahlund Annahme emes 
Richters bei der Zunft der wendischen Spielleute] 
制＜Company>:London [1604: Worshipful Company of Musicians]. London [1688: 
Livery Comparues] 
<Co叩oration＞。London[1625 Wes加1田怯r']
<Kameradschaft> Dr田den[1623 :ober-] 
<Societas>: Lucca [1310], London [1625: Societie of Minstrellers in出eCittie] 
<Co!legium＞・Sochsen[1653: Instrumental Musicahsches ] 
側＜roid田 menestrels/rex. ./Pfieferkonig>. Tro1s[l295], To町田i[l330],Tutbury 
[1381], Kunnainz [1385], Kurpfa!z [1393], Rappoltstein [1400], ZUnch [1430], 
町田自［1434]
。時＜Spielgraf＞。 Regensburg[1320], Wien [1354 Oberspielgrafamt], Hamburg 
[1464], Bayern [1626 75] 
。司〈出hool> Brugge [1318 scole]. Mechlin [1328 vedelerscole], Genova日359:
scuola di musical, Cambrai [1366], Venezia [1601: Scuola di S. Marco] 
側中村，前掲論文， 6768頁。
史料は，パリ国立図書館“Livredes metiers d’Etienne Boileau, fr.24069 [olim. 
Sorbonne 350］，旺！Xxx,Iv, I, Ilv, IV，”刊行版は， EBoileau, Reglermmts sur 
/es arts et mii前向deParis. (ed G. B. Depping, Paris 1837) 
側史料は，シュトゥトガルト，ヴュルテンベルク州立図書館“Har回 anscheSig.” 
刊行版は， JSittard，“Den Trompetern, Pfe市emund Lautenschlagern wird 
vom Grafen Ulrich von Wtirttemberg 1hre gemachte Gesellschaft b由民hgt，”
Mo糊岱＂ル jUrM叩勾eschichte[MfM]19 (1887). pp.4-7 
(10) 中村，前掲論文， 70-72頁。
規約は， W.Salmen, Geschic抽出rM附 ＇kmW自体／en,pp.89旺に記載。
ω史料は，コルマル， Archivesdepartementales，“Extrad de Mumch carton 15, 
piece no.30 [1494], no.31 [1533], no.38 [1606]. Coll. Heitz 2 J 41/4 [1718], 1494 
年以降， 1533年， 1606年， 1718年に規約が制定される。
ω蔵持不三也「楽師たちの社会史 歴史と祝祭のドラ7 トヮルギ J, r紀要
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〈和光大学人文科学部） 19, (1984), 133-50頁． 楽師の社会的地位向向上の過
程とエネルギーを， 1606年版町組合規約などを通して解明している。
側“Piecesdeposees en l’＇iinnee 1702 par les preposes de la Confrerie des Mus1cier喝
de ce lieu”のタイトんを持つテキストに基づく。（蔵持，前掲論文， 143頁。）
倒蔵持，前掲論文， 1434買にこの規約の抄訳。
附アルザス町楽師組合に特徴的なことは，先的ミュンスターや小論文の史料とする
ハンブJレク町楽師組合と速い，庇護領主として「楽師王Jが存在することであ
る。それ以外は，ほぽ同じ内容を持つ。
(46）注（8）害照．
自由 「楽師身分」に対して，均質的法的排除がをされていたわけではなし規制も法
典により異なっていた。そのため必ずしも彼らが社会の最下層民て・あったとは
限らない例もある。例えばロー？法においては，「mim田（楽人）」は， ehrlosで
あるが infamia（名誉制限者）であり， 明確にturpitudo（蔑視者）であった盗
人や殺人者とは区別されていた。（Schwab,Die A~声nged国間ltlichenBe問β－
m叩kertnms.pp.2町）
また，ザクセンンユピーゲルにおいても，「たとい或る人が遊芸人または真正（合
法）婚姻外に生まれた者であるとしても，彼は，人から決闘人を差し向けられる
ような，強盗や窃盗の仲間ではない。」（ザクセンシュピーゲル・ラント法，第
l巻町50のZ，前掲書『ザクセンンユピーゲル・ラント法』， 94頁）と定められて
いるように，楽師l;I:賎民視されていたといえども，一般の賎民身分とは多少異
なった法的扱いを受けていた。
さらに楽師が般の賎民と異なっていた古は，彼らが平和法のもとでの裁判を
受けることができる点である。「不真正な人々（unechte lude）は，人命金なしで
ある。しかし，彼等のひとりを傷つけもしくは強奪しもしくは殺L. または権
利（能力）を欠〈婦女を強姦L，それにより彼等について平和を破るものは，誰
しも平和内法に従って（navredes rechte）裁判されるべきである。」
（ザクセンシュピ ゲル・ラント法，第3巻町45の11，前損害rザクセンシュピ
ゲル・ラント法』， 2912頁。）
不真正な人々が権利能力を欠くものを意味することからも，楽師を不真正な人
人とみなしてよいだろう。それ申え，この法は楽師身分にも適用される。つま
り，中世においても楽師身分は完全に刑法的時外に置かれていたわけでなく，
主に裁判において他の賎民と区別されていたのである。
側中村，前掲論文， 69頁。
仰向上， 69頁。
側 「西洋法制史料選・m，近世・近代』創文社.1979年， 86頁。
的中村，前掲論文， 68頁。パリの楽師組合町1330年内例を挙げている。
倒組合に非所属の楽師とは，遍歴放i良町，または近郊の町や村から都市に流入
してきた楽師や，未だ組合成買として認められてはいないが都市に居住してい
る楽師である．後者向中には組合所属の楽師に徒弟として付いているものも含
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まれる．彼らは，都市居住の楽師のなかで大多数を占め，苛酷な経済状況と賎
民視の中にいた。
側史料l立．ハンブルク市立文書館（Staatarch1vder freien und Hansestadt 
Hamburg), [Archivvermerk］：“Die <Griine Roll> von ca 1691(?) vermutlich 
1700，＇’［unter denS1gnatur]: Sena!, Ad. Cl.XI Spec Lit. M. No3 Vol Iによる．
「グリュンロ－Jレ」規約の邦訳，紹介に関しては以下を参照。
上尾信也「ハンプルクの楽師組合規約」， 6582頁．
$-0今固まで名前向残る有名な音楽家もこの職に就いていた。例えば，イギリス人
William Brade (1560ー 1630）は， 160810年の聞この職に在職し，当時流行の
エリザベス朝内イングランドの音楽をハンブルクに広めた。また， JohannSchop 
(1590 1667）も， 1621年以来「市参事告の音楽監督（Leitunng der Ratsmusik) J 
の称号でこの職にあった。
関教会領域では，「大聖堂音楽監督」「大聖堂カントール」が，市町教会音楽町総
責任者であった。次席に相当する地位は，大聖堂付属のヨハネウムの校長職で
あった。ヨハネウムのカントール職は兼任町場合が多しまた，音楽とラテン
語の授業を持つ傍ら， 1643年以来付属合唱囲内指導にも充たっていた。さらに，
1610年当時は，霊ベテロ，聖カテリーナ，聖ヤコプ，聖ニコライの4つの教区
教舎があり， 1685年に設立された聖ミカエル教会も併せて，それぞれにカント
ールとオル庁ニストが置かれていた。
自由 Dingedahl, op.cit., p.117. 
側 EKlessmann, Tel，四国間inHamburi乙（Hamburg1981), p.16. 
また，都市当局に雇用機会を持つことが可能であるという意味で， 「ロールブ
りュ－？＂ー」を「市雇用リストの楽師」と呼ぶこともある。
側「Rollbrliderschaft」とは17世紀のハンブルクにいくつか存在した楽師組合的総
称である。その成員数は，当時の音楽町活動状況に応じて推移していた。また
rRoll」という語は，本来楽師組合的規約が「巻き物（rol）」に記されていたこ
とに由来する。楽師組合円規約を「RollJと呼よ例は他に， 1600年同Rostockの
“Spielleute Rolle”カfある。
「Griinrollbriiderschaft」はこのような「Rollbrilderschaft」のーっと考えられる．
また彼らは「臨時雇用の楽師団Jであり，「パンタレオンの楽師（Pantaleonspiel
er)Jという別名も持っていた（Dingedahl,op.cit., p 117）。パンタレオンとはお
そらく組合的守護聖人のことを指L，聖パンタレオン町祝日に組合の集会を持
っていたようである（Klessmann,op.cit., p.16.）。「Grun」とは．楽師組合所属と
いう身分を示すための成買の r緑衣」のユニフォームに由来すると考えられる。
また，この「G託泊」を楽師が「戸外野原で（imGrilnen）」演奏したことに由
来するとする説もある（Kie団mann,op.cit., p 16.）。
側 Peter Zieglerにより明日'f.1692年5月24日付の序文と葬儀および埋葬に関する
18町長項を含む23同条項から構成。組合所属の楽師として50人を認める。
側 PeterZiegler刊行による。「序文（Einleitung)Jと4条町「グリュン条項（Grunen
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Art1cul)J, 8条の「婚礼条項（Hochze1tenArticulh 14条内「葬儀条項（Leichen
Articulh 21条の「通常条項（Ordin~rie-Articull」から構成され，巻末に組合
所属的40名町自筆署名町名簿が付加されている。
削 1695年と1700年内付加・修正事項を含む版で＼成立は1700年頃。 Friedrich
Conrad Greflingernによる刊行。「序文J, 10条町「グリュン条項J, 9長の「婚
礼条項j, 9条町「葬儀条項J, 29条町「通常条項」から構成。
倒聖ヤコブ教会の墓地に埋葬されたJohannNiclas Gennagelの寡婦による版。
「序文j,10条の「グリュン条項J, 9最の「婚礼条項j，「誓約宣誓（Eydder Inter 
essenten) J, 10条の「葬儀条項J,30条の「通常条項」，z条町「演奏会条項（Articul
vonVe四pielen）」から構成。
倒 W.Gurlittは， 1700年頃刊行の Greflingernによる版と思われる史料紹介論文
“Die Hamburger Griinrnlle vom Jahrモ1691，＇’を 1913年に発表した。 その後，
C H DmgedahlによってGurlitt論文には未収録て’あった条項，つまり 1722年版
に付加された条項が，“NeueF町Idezur Mus1kgeschichte Hamburgs um 1700，” 
として1975年に発表された。
例規約の具体的な分析に関しては，上尾信也「近代初頭の楽師組合 Rollbrlider・
schaftの研究」広島大学修士論文（未刊）参照。
側 rグリュン・ロ '" J「序文」，上尾「ハンブルクの楽師組合規約」， 67頁．
側 rグリュン ロ＿，，，「序文」ほか「通常第22条項J，向上司 75頁。通常第22条項
では．組合での紛争問題解決に関して，市参事会への報告を義務付け，その
忠告を最特手段としている。
自司『グリュン ロ－Jレ』「通常第1条項」，向上， 72頁。
側『グリュン ロ－｝レ』「グリュン第l，第2条項」，向上， 67頁。
側 rグリュン田ロ ル』「グリュン第6条項」，向上， 68頁。
間 rグリュン ロール』「グリュン第6＇第 7，第9 13，第四条項ム向上， 73 4 
頁。組合の重要な行事のひとつであった集会には，多くの条項が割かれている。
その際役員町選出，新人会員の審査，組合成員聞の問題向調停などが行われて
いた。また集会は，かなり厳しい規律によって秩序が保たれていた。
。。『グリュン・ロ－｝レ』「グリュン第3，第9条項」「通常第14,22, 2＇条項」，同上，
67, 68 9, 74 5頁。
~~ 『グリュン・ロ Jレ』「通常第17条項」，同上， 74頁．これは組合が認可していな
い就業に，楽師が個人的に雇用された場舎の前自！J規定である。
03) rグリュンーロール』「グリュン第4＇第 7条項」「婚礼第1-4条項」「通常第
3条項」「演奏会条項J，同上， 689,73,767頁。特に「グリュン第7条項」
において，一年を聖霊降臨の祝日から聖ミカエルの祝日までのシ ズン（夏半
期）と，聖ミカエル内祝日から聖霊降臨の祝日まてザ〉ンーズン（冬半期）とに二
分し，黄金や雇用体系などに変化を持たせていることは興味深い．
。4 ＇？＂リュン ロー ル＇ rグリュン第3，第10条項J，向上， 67,69頁。
。自 『グリュン・ロ ＇＂＇「通常第 Z，第27，第27の追加条項J，向上， 73,76頁。金
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庫は大金庫と小金庫が設置され，会計監査が代議員により行われた。
。時 rグリュン・ロール」「宣誓哲約条項ム同上， 70買。
。司 rグリュン・ロ ル』「グリュン第Z，通常第15条項j，同上， 67,74頁。
問 rグリュン・ロ－｝り「グリュン第3条項J，向上， 67頁。
。的 rグリュンーロ－JL-J「葬儀第l条項j，同上， 71頁。
側 rグリュンーロール』「葬儀第2 6条項J，向上， 71頁。実際的葬儀の際に棺を
担う葬儀委員格の者についての，人選，衣装，報酬等についてや，委員・代議
員の葬儀での役割，さらに「死亡通知状Jについての規定である．
ω rグリュン・ロール』「葬儀第7 9条項J，向上， 712頁。遺族補償や寡婦への
対応についての規定である。
ω 『グリュン・ロ－Jレ』「通常第5条項J，同上， 73頁。倫理規範に関しては他に，
仲間への中傷を禁止した「グリュン第24条項J，成員の楽師向生活上町規範を示
した「通常第25条項J，浪費を諌めた「通常第2fi条項」がある。（向上，756頁。）
鯛 『グリュン・ロール』「通常第四条項J，同上， 75頁．組合金庫から成員への金銭
の貸し出しを禁じている。これは相互扶助団体的楽師組合としては意外に思え
る。ただ，正当な理由（病気や死亡なと・）Iこよる困窮に対しては，それなりの措
置が講じられていることから，やはり浪費により身を持ち崩す楽師が多かった
ことへの対応であろう。
ω 『グリュン・ロ Jレ』「通常第8条項」，同上， 75-6頁。条文において，自らのこ
とを「名誉あるもの」と呼V'，社会的弱者へ強い配慮をおこなうことは．自ら
の賎民視への裏返しとも取れる。
面由 rグリュン・ロ Jレ』「通常第24条項」，向上， 75-6頁。この基金箱へは「通常第
24条項」の違反者の収入が，罰金として納入されるものである。この規定は前
述内パリやミュンスターの楽師組合による食物の賞者への砲しが，時代が下り
形を変えたものと推測できる。
倒『グリュン・ロール』「グリュン第8条項J，向上， 6R頁。
前司 rグリュン・ロ－JL-J「宣哲誓約条項J，向上.70頁。この誓約は1772年版に新た
に加わったものである。これは，規約違反の際の組合からの追放という重前を
含む。おそらく，組合に入金する際，成貝になるべき者がこの誓約を復唱した
ものと思われる。
側 Dingedahl,oρcit., pp 123ff. 
相時 Ibid., pp.!23ff.この名簿の史料は， CommerzbibliothekHamburg, H343/2, 
Mandate田ammlungによる。
曲。 Ibid.,pp.123旺
ω「規約（Ordnung）」には文字どおり「序列，順序J同意味もあり，楽師組合的特
徴のひとつである成員問機会均等性から考えると象徴的である。
側上尾「ハンブルクの楽師組合規約J参問。
~3] この名簿はいくつかの興味深い特徴を示している。まず「グリュン（G四ne）」と
「婚礼（Hochzeiten）」というように雇用機会の別ごとに楽師の序列も異なって
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いることがある。そしてその両方向序列に記載さ札ている名前は，順序は異な
るもののすべてが重複している。
さらに，「グリュン」では21名町「ヴイオー ＂奏者（ V10listen)Jと9名門 「パ
ス奏者（Ba田stenl.」という弦楽器奏者のみが，また「婚礼Jでは13名の「クラ
＇） ノー奏者（Claril-ll吉田rlJ. 8名町「金管楽器奏者（PrinzipalBlaser)J, 5名
の「オーボエ奏者（Hauboisten）」の計26名門管楽器奏者とヴイオーノレ（おそら
くトレプルヴイオール），パス（パスヴィオ ル） 2名ずつの弦楽器奏者が記
されている。このことから，ほとんどの者（30名中26名）が管・弦楽器共に椀奏
でき，弦楽器しかできない者は4名である。従って， 1722年版の規約中，婚礼
条項の第3'4条が納得できる。楽師は，管弦両楽器共に精通することが必須で
あった。
役員名簿の部分を見てみると，規約（通常条項第1条）によれば，定員4名のは
＋ずの代議員同名前が2名しか記されていない。これは，欠員が生じたためなの
か， 1722年から1728年までの期間に定員そのものが改正されたためなのか定か
ではない。だが，委員数は定員どおり4名，さらに葬儀の際の「棺の担い手（葬
儀委員）」も定員どおりの10名が記されている。
自-0 Dingedahl, op.α人pp.123ff.
側ハンブルクの17世紀中葉における教会音楽町変質と都市音楽家職町教会音楽町
参入に関しては， 1641年に当市町カントール職に就任したトーマス ゼレが重
要な役割を果たした。詳しい事情については，以下町論稿を害照。
L. Kruger，“Verzeichnis der Adjuvanten, welche zur Musik der Cantor zu 
Hamburg alle gemeine Sontage hochst von nothen hat，”B切trigezur hamburg-
ischen M悶i~耳目chick舟， hrsg.von H. Husmann (Hamburg 1956): pp.15-21. 
上尾「近代初頭町楽師組合Rollbrilderschaftの研究」広島大学修士論文（未干lj):
pp.33 35. 
側 17世紀後半から18世紀前半にかけてのハンブルク同音楽生活に関しては，様々
なテー？で数多くの論考がなされている。詳しくは，上尾，前掲論文， pp.361.
とその註に示された文献を参照されたし。
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MUSICIANS’GUILD IN HAMBURG 
4'Summary~ 
Shinya Ag四O
官官 transitionof the social status of professi叩 almusicians liVIng by 
their music rests on出efollowmg prerruses. From吐ie13由 century,
secular musici阻 s(Spielleute) who had been wandering自olk・mu函cians
(faluende Musikanten) started to setle in medieval towns. Under 
“town protection，” mus1ci血sgradually outgrew their independent 
positions by being submissive to town authori世田皿dforn由沼田nong
themselves craft guild(Zun白）ーiikemusicians' guilds(Bruderschaft). From 
世田 18也 century,music1阻 swhose positions had been serv岨tsor a sort 
of guild members started to obtain their economically and socially 
independent positions. W1出inthis process叩 extremelyinfluencial 
factor was出erise皿dfal of musicians’g凶Ids.
The由emeof出ispaper is to depict the activities of Hamburg’s 
musicians’guild (so-called“Griinrollbruderschaft'’） which prospered in 
the early-modem 17也 century,by considering也eirrules；阻dat吐ie
same time to explicate由ecause and effect of their rise皿dfal by 
taking into account廿10prev凶且ngconditions. 
